
在宅医療支援システム研究会次第 
 

日時 平成３０年２月２７日（火） 
１８時３０分～ 

場所 介護老人保健施設くろかみ 研修室 
                    

１ 開  会 
 
２ あいさつ 
 

３ 報告・紹介事項 
 

（１）遠隔医療従事者研修について 
 
（２）平成 29 年度第 3 回医療・介護多職種連携会議について 

 
（３）在宅患者向け遠隔診療の普及促進に向けた調査研究について 

 
（４）新見市ドクターネットワークについて 
                      
（５）その他 

 
４ 協議事項 

 
（１）新見市情報連携システム推進事業について 
 
（２）その他 

 
５ その他 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

次回開催日              
平成  年  月  日（  ） 
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オンライン診療に対する診療報酬点数が決定 

 情報通信機器を⽤いたオンラインでの診察や医学管理、いわゆるオンライン診療につい
て、2018年度診療報酬改定での評価の詳細が決まった。中央社会保険医療協議会（中医協）
が2018年2⽉7⽇の総会で改定案を了承し、個別改定項⽬と診療報酬点数を公表した。

 1⽉24⽇の総会で⽅針が⽰されていた通り、対⾯診療を原則とし、有効性や安全性への配
慮を含む⼀定の要件を満たすことを前提に「オンライン診療料」「オンライン医学管理料」
などを新設する。

■緊急時の診察体制やオンラインの割合が施設基準

 「オンライン診療料」（1カ⽉につき70点）は、特定疾患療養管理料や⽣活習慣病管理料
などを算定している患者のうち、当該管理について初診から6カ⽉以上が経過した患者（初診
から6カ⽉間は毎⽉同⼀の医師が対⾯診療を⾏っている場合に限る）に対して算定できる。た
だし連続する３カ⽉は算定できない。

 加えて、患者の同意を得た上で対⾯診療（対⾯診療の間隔は3カ⽉以内に限る）とオンライ
ン診察を組み合わせた療養計画を作成し、当該計画に基づき診察を⾏った上でその内容を診
療録に添付していること、オンライン診察を⾏う医師は対⾯診療を⾏っている医師と同⼀の
医師であること、などを算定要件に挙げている。

 オンライン診療料を算定する場合の処⽅箋料の取扱いについては、有効性や安全性などに
配慮して別に定める。

 施設基準は、厚労省の定める指針などに沿って診療を⾏う体制があることや、緊急時に概
ね30分以内に診察可能な体制があること（⼩児科療養指導料、てんかん指導料または難病外
来指導管理料の対象患者は除く）、1カ⽉あたりの再診料（電話等再診は除く）とオンライン
診療料の算定回数を⾜し合わせた合計回数に占めるオンライン診療料の割合が1割以下である
こと、とした。

■オンラインでの医学管理料や在宅管理料は100点

記事利⽤について

http://techon.nikkeibp.co.jp/ndh/?n_cid=nbpds_klogo
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 「オンライン医学管理料」（1カ⽉につき100点）は、特定疾患療養管理料や⽣活習慣病管
理料などを算定すべき医学管理を継続的に⾏っている患者に対して、療養計画に基づき対⾯
診療とオンライン診療を組み合わせた管理を⾏った場合に、所定の管理料に合わせて算定で
きる。ただし、対⾯診療で特定疾患療養管理料などを算定する⽉は、オンライン医学管理料
は算定できない。

 このほか、「在宅時医学総合管理料 オンライン在宅管理料」（1カ⽉につき100点）と
「精神科在宅患者⽀援管理料 精神科オンライン在宅管理料」（1カ⽉につき100点）も新設
する。

 在宅時医学総合管理料 オンライン在宅管理料は、在宅で療養を⾏っている患者で通院困難
な場合が対象。計画的な医学管理の下に定期的な訪問診療を1回のみ⾏い、かつその⽉におい
て訪問診療を⾏った⽇以外にオンラインでの医学管理を⾏った場合に、在宅時医学総合管理
料の所定点数に加えて算定する。

 精神科在宅患者⽀援管理料 精神科オンライン在宅管理料も、在宅で療養を⾏っている患者
で通院困難な場合が対象。計画的な医学管理の下に、その⽉において訪問診療を⾏った同⼀
時間帯以外にオンラインでの医学管理を⾏った場合に、精神科在宅患者⽀援管理料の所定点
数に加えて算定する。

（⽇経デジタルヘルス ⼤下淳⼀）

［⽇経テクノロジーオンライン 2018年2⽉8⽇掲載］
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１．目的       
 

  現在、ICT技術の進展に合わせ、情報通信機器を用いた診療（いわゆる「遠隔診療」）が発達・普及してきてい
るが、適切な遠隔診療の普及が行われるためには、その医療上の必要性・安全性・有効性等が担保される必要が
ある。「新しい経済政策パッケージ」（平成29年12月８日閣議決定）においても、遠隔診療について「必要な
ルールを包含するガイドラインを整備」し、今年度内に取りまとめ公表することとされている。このため、遠隔診療を行
うにあたり必要なルールについて検討し、今年度内にガイドラインの策定を行うことを目的として、本検討会を開催す
る。 

２．検討事項 
 

 (1) 遠隔診療の定義・名称 
 (2) 遠隔診療を実施する際の必要性・安全性・有効性を担保するために求められるルール 
 (3) (1)(2)を包含した遠隔診療に関するガイドラインの策定 等 
 

３．構成員 
 

  今村 聡         公益社団法人日本医師会副会長 

  大道 道大       一般社団法人日本病院会副会長 

  落合 孝文 一般社団法人日本医療ベンチャー協会理事 

  金丸 恭文 フューチャー株式会社代表取締役会長兼社長 グループCEO 

  酒巻 哲夫 一般社団法人日本遠隔医療学会名誉理事 

  島田 潔         板橋区役所前診療所院長 

  高倉 弘喜  国立情報学研究所アーキテクチャ科学研究系教授 

  中島 公博 公益社団法人日本精神科病院協会理事 

  宮田 裕章 慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教室教授 

  山口 育子 認定NPO法人ささえあい医療人権センターCOML理事長 

  山本 隆一 一般財団法人医療情報システム開発センター理事長     

４．スケジュール  
 

  平成30年２月より開催 

情報通信機器を用いた診療に関する検討会 
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あいさつをされる太⽥新⾒医師会⻑ 講演をされる太⽥徹先⽣

講演をされる池⽥先⽣ 会場の様⼦

H30.2.2　第3回医療・介護多職種連携会議が開催されました。

2018/02/02 更新

平成30年2⽉2⽇（⾦）午後６時３０分から、ＪＡあしん⽣活センター２階で、新⾒市在宅医療・介護連携⽀援センター主催の「Ｈ２

９年度第３回医療・介護多職種連携会議」が開催されました。
 

今会議のテーマは「糖尿病」で、はじめに新⾒地域の現状について新⾒市市⺠課の梶原様、新⾒市健康づくり課の福⽥様から発表があ

りました。
 

つづいて、太⽥病院 太⽥徹先⽣が「私があなたにできること」と題し、デイサービスの送迎時、待合室、診察室など5つの場⾯にお

いて、医療・介護従事者として何か出来ることはないか話されました。そして、話を聞くこと、多職種のチームで関わることが⼤切と

まとめられました。
 

次に池⽥⻭科医院の池⽥先⽣が「⻭周病と糖尿病について」と題し、2つの病気の関係について話され、昨年に続きグラクソ・スミス

クライン・コンシューマー・ヘルスケア・ジャパン株式会社様よりご提供いただいた⼝腔ケア⽤品についても説明されました。また、

あいうべ体操をすると⼝腔機能の維持だけでなく、さまざまな効果があることを紹介されました。
 

グループワークは職種または関係事業所ごとに別れ、⾃分の職種または職場で何か具体的に出来ることはないか、その際⾏政にサポー

トしてほしいことはないかという内容で話しあいました。
 

話し合っていただいた内容は、事務局でまとめ全事業所にお返しし、来年度の会議で取組み経過を発表していただく予定です。
 

当⽇は約100名の参加があり、活発な意⾒交換がされていました。

http://mansaku.niimi-ishikai.jp/mansaku.niimi-ishikai.jp/msku-mng-page/upload_images/service/uploads_dir3/1517977621-system_5a7a80155212c.JPG
http://mansaku.niimi-ishikai.jp/mansaku.niimi-ishikai.jp/msku-mng-page/upload_images/service/uploads_dir3/1517977626-system_5a7a801a84d7c.JPG
http://mansaku.niimi-ishikai.jp/mansaku.niimi-ishikai.jp/msku-mng-page/upload_images/service/uploads_dir3/1517977629-system_5a7a801d8f183.JPG
http://mansaku.niimi-ishikai.jp/mansaku.niimi-ishikai.jp/msku-mng-page/upload_images/service/uploads_dir3/1517977639-system_5a7a8027d7130.JPG
http://mansaku.niimi-ishikai.jp/report_search/search_again.html


















日時　平成３０年２月２４日（土）
場所　新見商工会議所　５階大会議室

新見市ドクターネットワーク設立総会



新見市ドクターネットワーク設立総会



Webex ワンポイントマニュアル作成に向けて 

①利用数日前には更新がないかチェックしておく 

②逆光に気をつける 

③モバイルルーターの確認 

※Wifi スイッチがオンになっているか？ 

※窓際に置く。玄関外に置くとうまくいったケース

もあり 

④カメラの置き位置を調整し、カメラ目線にする 

⑤ミュート切り替えを上手に使う 

⑥司会がテレビ会議参加者へ発言を促す 

※テレビ会議参加者は挙手等で発言したい旨伝える 

⑦発言はマイク方向に向かってはっきりと話す 

※下向いて話すと音が途切れることあり 

⑧動作を写すときは、出来るだけカメラを振らずに、

定位置で撮影する 

※カメラを振ると、一時的に通信料が増え映像が書

くつく原因になる 


	Ｈ30.2月在宅医療支援システム研究会次第案
	日本経済新聞　印刷画面
	遠隔診療
	H30.2
	①名簿
	②予算
	③先行事例
	④新見市
	写真
	Webexワンポイントマニュアル作成に向けて

